
第３回一般意見聴取 WG(2002.10.14 開催)結果報告 2002.10.16 庶務発信 

開催日時：２００２年１０月１４日（月）１５：０５～１９：００ 

場  所：ぱるるプラザ京都  7 階スタジオ 2 

参加者数：委員８名 河川管理者４名 

１ 検討内容および決定事項 

① 今後の進め方について 

・ 本日の議論を踏まえ、庶務にて 10月 16 日(水)昼までに最終提言のとりまとめ(案)のたたき

台を作成し、各委員に送る。各委員は担当部分を中心に内容を推敲し、18 日(金)昼までに

庶務に修正点を知らせる。庶務は、次回 WG までにその内容を集約する。 

・ 各委員の担当は、以下の通りとする。 

 １(理  念) 担当：仁連委員、嘉田委員 
２(政策方針) 担当：村上委員 
３－１(河川整備計画公表までの具体的施策) 担当：山村委員 
３－２(河川整備計画公表後の具体的施策)   担当：川上委員 
全体担当：三田村委員、塚本委員 

 

② 最終提言（一般意見関連）について 

 資料 1-1「一般意見 WG 提言目次(案)」および委員から提出された資料をもとに、最終提言の目

次案とその内容について意見交換が行われた。 

 ○主な意見 

・ “市民団体”と“住民団体”という言葉の定義を明確化し、使い分ける必要がある。 
 →文言の使い分けについては、全体にも関わることなので、最終提言作業部会で調整する。 

・ これまでに流域委員会でやってきた一般意見聴取への取り組みを、一つの試行と捉え、その

結果を分析してさらに効果的な方法を検討し、提言の中に含めていく必要がある。 
・ 情報は開示するだけでは駄目であり、情報を受け取る人の問題意識を高める PR 手法も考え

ていくべき。 

・ 流域センターの設置よりも、インタープリター等の人材を育成する方が重要である。 
・ 来年 3月以降のフォローアップのための仕組みづくりについても考えておくべき。 

 

③ これまでに寄せられた一般意見の対応について 
 庶務より、資料 1-2 をもとに、これまでに流域委員会に寄せられた一般意見への対応について

の素案が示され、意見交換が行われた。 

 その結果、「意見を分類した上で、ニュースレター等の媒体を活用し、どのように最終提言に採
用したのか、しなかったのか、分かりやすく伝える」という案を最終提言作業部会に提案するこ

ととなった。 

 
２ 次回以降のスケジュール 

  ・第 4回一般意見聴取ＷＧは、10 月 21 日（月）12:30～15:30 に、大阪市にて開催する。 

                                          以上 

※このお知らせは委員の皆様に主な決定事項などの会議の結果を迅速にお知らせするため、庶務か

ら発信させて頂くものです。審議の主な内容については「結果概要」を参照下さい。 


